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要約： 

「COPD（慢性閉塞性肺疾患）診断と治療のためのガイドライン第 5 版」がまもなく日

本呼吸器学会から発刊されようとしている。2013 年に第 4 版が発刊されてから 5 年間、

COPD に対する医療者の認識は大きく変わったにもかかわらず、改訂版は従来概念のまま

である。COPD の疾患概念は致命的な誤謬のもとに構築されていたことを、呼吸器学会は

真摯に認め、しかるべき対応をするべきである。 

 

筆者は呼吸器内科医としての臨床経験の後に機械工学の大学院に入学し、計算科学的な

手法を用いて、呼吸器の形態機能に関する研究を続けている者である 1）。当初から、従来の

呼吸生理学には重大な欠陥があることを、主に理論的な観点から主張してきた。2014 年春

に国内外の学会で、肺気腫患者の気管と主気管支（正確には縦隔内気道）の後壁（＝膜様

部）が最大努力呼気時に内側に陥入し、内腔が極度に狭小化することを４DCT 画像で示し

た(図１、文献２ のサイトで動画が閲覧できる) 2)。 

 

図 1．最大努力呼気中のダイナミック CT 画像 

 

高速の呼気流が気管を通過することで内部が負圧になり、過膨張した肺によって圧迫さ




